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骨格筋は，筋線維と呼ばれる多核細胞で構成されている。筋線維のサイズは外因性・内因性の影響に

より変化し，結果として筋萎縮や筋肥大がおきる。この能力は「可塑性」として知られている。また筋
線維は，遺伝性筋疾患や損傷によりダメージを受けても，もう一度筋線維を再建する「再生能力」も合
わせもっている。「可塑性」の1つ筋肥大と「再生能力」を支えているのが骨格筋固有の幹細胞である
筋サテライト細胞である。実際に，筋サテライト細胞が存在しない場合には，筋肥大・筋再生とも障害
される。そのため，生涯にわたり筋サテライト細胞の能力・数を維持することは，骨格筋の二つの能力
の維持に必須である。また，筋肥大と筋再生過程における筋サテライト細胞の増殖・分化メカニズム解
明は，遺伝性筋疾患や筋萎縮治療法開発のブレークスルーを生み出すと期待されている。
我々はこれまでに，筋サテライト細胞の維持メカニズムとして，発生などに必須のNotchシグナルと

（1, 4），７回膜貫通型受容体であるカルシトニン受容体（2, 3, 5）の機能解析を行なってきた。本セ
ミナーでは，我々の研究背景とともに筋サテライト細胞の肥大筋における増殖制御メカニズム（6-9）
を紹介させて頂き，「再生」と「肥大」過程では，筋サテライト細胞増殖様式が異なることや，損傷が
ない環境下で筋サテライト細胞が物理的刺激依存的に増殖するメカニズムを発表させて頂きたい。
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